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き
ら
り

　共
済
委
員
に
な
っ
て
14
年
に
な
り

ま
す
。

　地
域
で
は
農
業
者
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
妻
と
二
人
で
イ
チ
ゴ
、
米
、

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
水
や

り
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
作
業
が
あ
り

手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
お
い
し
い
と

喜
ん
で
く
れ
る
孫
の
た
め
、
夫
婦
二
人

で
無
理
の
な
い
範
囲
で
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　お
い
し
い
イ
チ
ゴ
や
野
菜
を
作
り
続

け
る
た
め
に
も
、
も
し
も
に
備
え
て
園

芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

は
し

も
と

あ
き
の
り

廿
日
市
市

橋
本 

昭
則 

さ
ん 

(79)

　農
業
を
し
て
い
る
祖
父
母
の
影
響
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
野
菜
作
り
に
興
味
が
あ

り
、
農
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
三
次

市
甲
奴
町
で
農
業
を
営
む
会
社
に
就
職

し
、
今
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
野
菜
を
作
る

た
め
、
肥
料
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　将
来
は
祖
父
母
の
後
を
継
い
で
、
み

ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
野
菜
を
作
り

た
い
で
す
。

小
迫 

雪
乃 

さ
ん 

（20）

こ

さ
こ

ゆ
き

の
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羅
町
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Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
ア
プ
リ

農
業
者
と
農
林
水
産
省
を
つ
な
ぐ

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
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（無料）
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被害申告のポイント

立
札
設
置
の
お
願
い

こ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
た
ら
被
害
申
告
を
！

共
済
金
の
支
払
い
対
象
に
な
る
主
な
災
害（
共
済
事
故
）

自
然
災
害

管
理
不
十
分
に
よ
る

支
払
い
対
象
外
に
注
意

　肥
培
管
理
や
病
害
虫
の
防
除
が

不
適
切
ま
た
は
不
十
分
な
場
合

や
、
鳥
獣
害
の
無
対
策
・
不
備
に

よ
る
被
害
が
複
数
年
連
続
し
て
発

生
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
共
済

事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
と

見
な
し
、
一
部
支
払
い
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　被
害
申
告
し
た
耕
地
に
は
、
立
札
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　被
害
耕
地
が
分
か
る
よ
う
に
、
道
路
か

ら
見
や
す
い
場
所
（
耕
地
の
入
り
口
な

ど
）
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
風
水
害
・
干
害
・
冷
害

　な
ど
）

特 集 水稲共済の損害評価が始まります水稲共済の損害評価が始まります
～刈り取り前に被害申告を～～刈り取り前に被害申告を～

鳥
獣
害
（
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
ス
ズ
メ

　な
ど
）

病
害
・
虫
害
（
い
も
ち
病
・
紋
枯
れ
病
・
ウ
ン
カ

　な
ど
）

4

4

*******

( )

kg

kg( )

/kg

1
9 1

1
1

21.6 1,086

760

199
151,240

-19

0.151

228

114
114 388

1

21.6 1,086

760
151,240

228

114
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田んぼがイノシシに
やられた！ NOSAIに
被害申告しなくちゃ！ 

まずは、ご加入の引受方式と補
償割合をご確認ください。契約
内容は「令和4年産水稲共済加
入承諾書兼共済掛金等払込通
知書」に記載しています。

被害申告の目安

全相殺方式　９割（８割・７割）補償
ぜん そうさい

はん そうさい

半相殺方式　８割（７割・６割）補償

被害申告の目安加入方式

農家ごとの減収量が、基準収穫量の１割（２割・３割）を
超えると見込まれる場合

農家ごとの被害耕地の減収量の合計が、基準収穫量の
２割（３割・４割）を超えると見込まれる場合

※被害申告をするときは、減収が見込まれる全ての耕地を申告してください。

入り口

道　路

あぜ被害を受けた耕地

　損
害
評
価
に
は
、
刈
り
取
り
前

の
被
害
申
告
が
必
要
で
す
。

　減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
「
被
害
申
告
の
目

安
」
を
参
考
に
、
被
害
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　損
害
評
価
の
日
程
や
被
害
申
告
の

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
各
支
所
等
か

ら
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
刈
り
取
り
後
は
、
減
収
量
の
把
握
が
で

き
な
い
た
め
、
損
害
評
価
が
で
き
ず
、
共

済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

03 022022 第33号



半相殺方式  ８割補償にご加入の場合

一筆半損特約を付けている場合

損害評価
〔全相殺方式の場合〕 〔半相殺方式の場合〕

被害申告のあった全ての耕地と、任
意に抽出した無被害耕地の一部に
ついて、損害の発生状況等を確認
します。

被害申告のあった耕地を、検見または実測の方法で現地調
査します。
●検見調査…検見により10㌃当たりの収穫量を見積もり
ます。
●実測調査…耕地ごとに坪刈りをして、10㌃当たりの収穫
量を見積もります。

乾燥調製施設から伝票等の資料の
写しと内容証明の提出を受け、収穫
量を調査します。

調査班の均衡を図るため、任意に抽出した被害耕地を実測
調査します。

Step1
被害申告後の流れ共済金の算出例

全相殺方式  ９割補償にご加入の場合

500㎏ 500㎏
耕地A 耕地B

500㎏ 500㎏
耕地C 耕地D

1,800㎏－1,400㎏＝400㎏が補償の対象です。

１㎏当たりの補償金額を199円とした場合、400㎏×199円=79,600円が共済金となります。

全耕地の収穫量計が、2,000㎏の９割（1,800㎏）を

下回ると補償の対象となります。

収穫量計が、９割（1,800㎏）を下回っているので、補

償の対象となります。出荷資料等により、全体の収穫量

の減収量を把握します。

1,600㎏－1,300㎏＝300㎏が補償の対象です。

１㎏当たりの補償金額を199円とした場合、300㎏×199円=59,700円が共済金となります。

全耕地の収穫量計が、2,000㎏の８割（1,600㎏）を

下回ると補償の対象となります。

対象収穫量が、８割（1,600㎏）を下回っているので、補

償の対象となります。現地調査により、被害耕地の減収

量の合計を把握します。

〈 基準収穫量 〉

合計：2,000kg

500㎏ 600㎏600㎏
耕地A 耕地B

150㎏ 150㎏
耕地C 耕地D

〈 実際の収穫量 〉

合計：1,400kg

500㎏ 500㎏
耕地A 耕地B

500㎏ 500㎏
耕地C 耕地D

〈基準収穫量 〉

合計：2,000kg

500㎏ 600㎏600㎏
耕地A 耕地B

150㎏ 150㎏
耕地C 耕地D

〈 実際の収穫量 〉

合計：1,400kg→対象収穫量1,300㎏ 県内の損害評価が終わった後に損害評価会を
開催し、取りまとめた損害の額（評価高）等につ
いて損害評価会委員が審議します。（その結果を
受けて国へ報告）

全相殺方式、半相殺方式ともに農家単位で補償しますが、それぞれの方式で支払いの対象
にならなくても、一筆半損特約を付けることによって、一筆ごとに半損（5割）以上の被害があ
れば、基準収穫量の2割（最高補償割合選択時）を上限に、共済金をお支払いします。（一筆
半損特約で計算した共済金と、ご加入いただいている方式で計算した共済金を比較し、大き
い金額をお支払いします）

損害評価会
Step2

ご指定の口座に、共済金
をお支払いします。

共済金のお支払い
Step3

半相殺方式
令和４年12月下旬

全相殺方式（確定申告書類利用）
令和５年５月頃

全相殺方式（施設計量結果利用）
令和５年２月頃

●お支払いの時期（予定）

（１）現地調査
（共済事故確認調査）

（１）現地調査（農家申告抜取調査）

（２）施設計量全数調査
（２）抜取調査

半相殺方式では増収分は加味せず、
基準収穫量500㎏で計算します。
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令
和
３
年
の
加
入
者
に
対
し
て
、
３
５
５
件
に

５
億
７
４
０
０
万
円
余
り
の
保
険
金
等
を
お
支
払

い
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で

は
、
64
件
に
２
億
３
６
０
０
万
円
を
お
支
払
い
し

て
い
ま
す
。
（
令
和
４
年
６
月
末
現
在
）

収
入
保
険
の

支
払
実
績（
広
島
県
）

収
入
保
険
の

支
払
実
績（
広
島
県
）

　
農
林
水
産
省
が
提
供
す
る
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
、
ご
自
分
で
収
入
保
険
の
加
入
申
請

や
保
険
金
請
求
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
に
は
、
専
用
の
Ｉ
Ｄ
が

必
要
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
い
つ
で
も
申
請
可
能

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
、
時
間
を
問
わ

ず
手
続
き
で
き
ま
す
。
契
約
内
容
も
確
認
で

き
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
が
割
引

継
続
加
入
の
方
は
２
２
０
０
円
、
新
規
加
入

の
方
は
４
５
０
０
円
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請

が
で
き
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請

が
で
き
ま
す

品目別支払金額

※複数回答あり

　
収
入
保
険
の
保
険
料
や
保
険
金
は
、
青
色
申
告
の
実
績

を
基
に
算
出
す
る
た
め
、
一
人
一
人
の
経
営
内
容
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　
過
去
の
販
売
収
入
で
保
険
料
等
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
見
積
も
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

保
険
料
等
を

試
算
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

保
険
料
等
を

試
算
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

来
年
か
ら
加
入
を
考
え
て
る
ん
だ
け
ど
、

私
の
保
険
料
は

ど
の
く
ら
い
か
な
？

お
客
さ
ま
の
経
営
に
合
っ
た

加
入
プ
ラ
ン
を
ご
案
内
し
ま
す
。

事
前
に
税
務
書
類
等
を
ご
用
意

い
た
だ
け
れ
ば
、ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

ご
用
意
い
た
だ
く
書
類

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
一
表

・
青
色
申
告
決
算
書

・
Ⓐ
収
入
金
額
の
内
訳

個 人
・
事
業
年
度
分
の
法
人
税
申
告
書
別
表
一

・
所
得
の
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
書
別
表
四

・
損
益
計
算
書

法 人

ホームページからの試算の方法

米
2億4,400万円

野菜
2億800万円

果実
7,700万円

花き
2,500万円

その他
2,000万円

原因別件数

気象災害
459件

価格低下
303件

病虫害
120件

鳥獣害
144件

その他
46件

令和３年引き受けに係る支払実績

　
災
害
な
ど
に
よ
り
、
販
売
金
額
に
１
割

以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
電
話

等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
営
農
計
画
を
変
更
し
た
場
合
は
、

作
付
け
後
１
カ
月
以
内
に
最
寄
り
の
支
所
等

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　
10
年
前
に
千
葉
県
か
ら

Ｉ
タ
ー
ン
し
て
就
農
し
、

安
芸
津
町
名
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
40
㌃
、
か
ん
き
つ
１
２
６
㌃

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
栽
培
以
外
に
も
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
レ

モ
ン
を
使
っ
た
か
り
ん
と
う
や
温
州
ミ
カ
ン
の
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
、
加
工
品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
か
ん
き
つ
が
春
先
の
寒
波
に
や
ら
れ
た
り
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
イ
ノ
シ
シ
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
り
、
農
業
は

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
に
収
入
保
険
に
加
入
し
て
か
ら
は
大
き
な
収
入

減
少
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
と
一
緒
に
営

農
計
画
を
協
議
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
農
業
経
営
で

の
リ
ス
ク
管
理
や
収
入
・
経
費
な
ど
を
考
え
、
経
営
自
体
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
が
減
少
し
た
段
階
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
「
つ
な
ぎ

資
金
」
の
制
度
も
安
心

感
が
あ
り
ま
す
ね
。
安

心
し
て
農
業
を
続
け
る

こ
と
で
地
域
の
農
業
を

守
り
、
加
工
品
の
開
発

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
で
す
。

東
広
島
市
安
芸
津
町

甲
斐 
直
樹
さ
ん

い

か

な
お

き

（36）

の

声声

加
入
者

書類でしっかり試算

Webでお手軽に試算

　
１
年
分
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
過
去
４
年
分
の
書
類
が
あ
る
と
、
よ

り
正
確
な
金
額
を
算
出
で
き
ま
す
。

 過去の平均収入を入力

計算ボタンをクリック
するとシミュレーションの
出来上がりです！

事業タブから
収入保険を選択します

「保険料等シミュレーションへ」
をクリックします

「収入保険の保険料等が
シミュレーションできます」
をクリックします

収
入
保
険
に
興
味
は

あ
る
ん
だ
け
ど
、

保
険
料
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か

気
に
な
る
な
ぁ
…

農
業
収
入
の

聞
き
取
り
だ
け
で
も

試
算
で
き
ま
す
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
自
身
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ま
す
よ
。

Case1 

Case2

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
収入保険事業 収入保険事業

07 062022  第33号



　
水
稲
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
時
期
に
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
農
機
具
の
事
故
が
１
年
の
中
で
最
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
農
機
具
の
大
型
化
に
よ
り
購

入
価
格
が
高
額
に
な
っ
て
お
り
、
一
度

事
故
が
起
こ
る
と
、
修
理
費
用
は
高
く

大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
も
の
事
故
に
備
え
、
農
機
具
の

損
害
を
補
償
す
る
農
機
具
共
済
へ
の
加

入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
中
古
で
購
入
さ
れ
た
農
機
具
も
、
付

保
割
合
条
件
付
実
損
塡
補
特
約
を
付
帯

す
れ
ば
、
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。
こ
の
特
約
を
付
け
る
こ
と

で
、
時
価
額
か
中
古
購
入
価
格
の
い
ず

れ
か
低
い
方
の
金
額
ま
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
通
常
、
経
過
年
数

に
よ
っ
て
時
価
額
は
下
が
り
ま
す
が
、

適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
た
農
機
具
で
あ

れ
ば
、
時
価
額
を
新
調
達
（
新
品
）
価
格

の
50
％
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　
詳
し
い
内
容
は
、
最
寄
り
の
支
所
等

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
（
か
ん
き
つ

類
）
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
に
自
然

災
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

収
穫
前
に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
の
で
、

園
地
の
状
況
を
確
認
し
、
早
め
の
被
害
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減

収
を
補
償
し
ま
す
。
加
入
の
対
象
は
、

水
稲
お
よ
び
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計

が
、
10
㌃
以
上
と
な
る
農
家
で
す
。
加

入
さ
れ
る
場
合
は
、
「
令
和
５
年
産 
麦

共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
を

11
月
10
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
落
雷
に
よ
る
家
電
製
品
等
へ
の
被
害

が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
多

い
の
が
、
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン
・
電
話

機
な
ど
で
す
。
雷
が
発
生
し
た
と
き

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど
し
て
被

害
を
最
小
限
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
建
物
共
済
の
「
家
具
類
」
へ
の
加
入

が
な
い
と
、
落
雷
に
よ
る
被
害
が
あ
っ

て
も
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
加
入

を
見
直
し
て
、
落
雷
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

 

事
故
が
発
生
し
た
際
に
は
、
最
寄
り
の

支
所
等
へ
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
事
故
通
知
が
遅
れ
る
と
損
害
の
調

査
に
時
間
を
要
し
、
共
済
金
を
早
期
に

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
事
故
通
知
前
に
修
理
や
買

い
替
え
を
さ
れ
た
場
合
は
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
へ
の
加
入
で

安
心

農
機
具
の
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う

中
古
農
機
具
も

加
入
で
き
ま
す

農
作
物
共
済

果
樹
の
被
害
申
告
は

お
早
め
に

果
樹
共
済

農
機
具
共
済

落
雷
に
備
え

家
具
類
に
も
加
入
を

事
故
通
知
は
お
早
め
に

建
物
共
済

機種 事故
件数

トラクター

コンバイン

田植機

合計

その他

42

35

14

21

112

修理費用（円） １台当たり
修理費用（円）

15,311,538

11,609,956

6,929,453

364,560

331,713

494,961

5,535,775 263,608

39,386,722 351,667

令和３年度発生事故 
機種別修理費用等（ＮＯＳＡＩ広島引き受け）

（草刈り機、
 乾燥機など）

　
昨
年
、
広
島
県
で
は
、
大
雨
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
や
台
風
に
よ
り
、
園
芸
施

設
の
倒
壊
や
被
覆
材
の
破
損
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
、
園
芸
施
設

共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
園
芸
施
設
本
体

・
附
帯
施
設

・
施
設
内
農
作
物

※
附
帯
施
設
・
施
設
内
農
作
物
は
、
園

芸
施
設
本
体
に
加
入
し
た
場
合
に
、
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
（
風
水

害
、
雪
害
、
ひ
ょ
う
害
、
地
震
な
ど
）

②
火
災
・
破
裂
・
爆
発

③
車
両
の
衝
突
・
航
空
機
の
墜
落

④
鳥
獣
害

⑤
病
虫
害
（
施
設
内
農
作
物
に
加
入
し

て
い
る
場
合
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
支
所

等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
園
芸
施
設
を
設
置
し
て
い
る
地
域
が

台
風
進
路
の
予
報
円
内
に
入
っ
た
時
点

で
、
新
規
の
加
入
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

台
風
や
大
雨
の

被
害
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済

加
入
で
き
る
も
の

補
償
の
対
象
と
な
る
災
害

さ
ま
ざ
ま
な
中
古
の

農
機
具
が
加
入
で
き
ま
す

昨年の豪雨による河川の氾濫
により、被害を受けたハウス

　
次
の
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
被
害
を
受
け
た
と
き

●
加
入
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き

　
被
覆
期
間
の
変
更
、
被
覆
材
の

張
り
替
え
等
に
よ
る
材
質
・
価
額

の
変
更
、
施
設
等
の
移
転
、
移

設
、
解
体
、
増
改
築
な
ど

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
、
共
済
金

が
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

備えのチェックリスト

□被覆材のたるみや破れは点検しましたか？

□換気部、被覆材の隙間等の風の吹き込み口
となる箇所はないか点検しましたか？（換気
扇のあるハウスは）換気扇を回し排気し、ハ
ウス内を減圧しましたか？

□ハウスバンド、被覆材の留め金具の緩み、基
礎部、接続部分等の腐食・サビはないか点検
しましたか？ハウス妻面の防風ネット掛けな
ど、応急的な補強はしましたか？

□ハウスの耐風速以上の強風が予想される場
合は、あらかじめ被覆フィルムを除去しまし
たか？

□タンクにかん水用水を貯水しましたか？

□ハウスの自動換気・遮光カーテンの手動開閉
の装置器具や足場の準備はしましたか？

台風が接
近中！

農林水産省作成「自然災害等のリスクに
備えるためのチェックリスト」を参照

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

を
学
び
災
害
対
策
を
考
え
る

　
広
島
県
農
林
水
産
局
主
催
の
「
農
業
経

営
に
お
け
る
災
害
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
災

害
等
の
緊
急
事
態
に
負
け
な
い
農
業
経

営
・
産
地
づ
く
り
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
は
、
収
入
保
険
と
園

芸
施
設
共
済
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
加

入
の
必
要
性
を
周
知
し
ま
し
た
。

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
と
は
？

　
自
然
災
害
や
感
染
症
、
大
事
故
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
中
核
と
な
る
事
業
を
継

続
さ
せ
た
り
、
可
能
な
限
り
短
時
間
で
事

業
を
復
旧
さ
せ
た
り
す
る
た
め
の
方
法
、

手
段
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
て
お
く
計

画
の
こ
と
で
す
。

職員が農業保険を説明

農業共済事業農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ
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牛もも肉（ブロック）
下味（塩・こしょう）
油
　　しょうゆ
A　 みりん・酒・酢
　　しょうが（薄切り）
好みの野菜
　　大葉（千切り）
　　タマネギ（千切り）
　　カイワレ大根

材料（作りやすい分量）

作り方

料理のポイント
★生野菜を添えて、夏向きのさっぱりごちそう

メニューです。添える野菜には、セロリ、
ミョウガ、ニンジン、キュウリなどもおすす
めです。

　
父
の
代
か
ら
黒
毛
和
牛
を
育
て
て
約
60
年
。
現

在
は
１
１
０
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
神
石
高
原

町
は
、
標
高
が
高
く
朝
晩
の
温
度
差
が
大
き
い
の

で
、
風
味
の
良
い
お
い
し
い
お
肉
が
育
ち
ま
す
。

　
仔
牛
を
購
入
後
３
カ
月
は
自
家
産
の
良
質
な

牧
草
を
食
べ
さ
せ
て
大
き
く
し
、
そ
の
後
は
成
長

に
合
わ
せ
、
稲
わ
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
与

え
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
一
頭
一
頭
に
声
を
掛
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。
病
気

や
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と

が
、
お
い
し
い
肉
に
育
つ
秘
訣
で
す
。

　
肥
育
牛
を
育
て
て
い
る
農
家
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
で
神
石
牛
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　牛
肉
に
は
、
筋
肉
や
血
液
、
内
臓
を
つ
く
る
上
で
必
要
不

可
欠
な
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の
体

に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
は
約
20
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
で

き
て
お
り
、
そ
の
う
ち
人
間
が
体
内
で
合
成
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
９
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
を
必
須
ア
ミ
ノ
酸
と
い
い
ま

す
。
牛
肉
に
は
こ
の
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
か

つ
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く
源
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
体
を
つ
く
る
た
ん
ぱ
く
質
に
加
え
、
血
を
つ
く
る

の
に
欠
か
せ
な
い
鉄
分
、
炭
水
化
物
・
脂
質
な
ど
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
る
た
め
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
食
材

牛
肉

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人 

広
島
県
栄
養
士
会

栄
養
士

山
田 

玲
子 

先
生

❶室温に戻した肉（冷蔵庫から出して15分おいて
室温に戻す）に塩・こしょうをすり込む。

❷フライパンで油を熱し、肉を入れ中火で全面を
３分ずつ焼き、色を付ける。※指で押して弾力
があれば中は生の状態です。中まで火を通した
い場合は、ふたをして蒸し焼きに。

❸保存袋にＡ（漬けダレ）を入れ、❷の肉が熱いうち
に入れて袋の空気を抜き、冷蔵庫で保存する。

❹肉を30分以上置いて好みの厚さに切り分ける。
器に切り分けた肉と野菜を盛り付け、漬けダレ
を添える。肉で野菜を巻き、タレを付けながら
食べる。

400g
少々
少々

大さじ４
各大さじ２

１片

適量
適量
適量

「自分の育てたお肉を食べて毎日
仕事を頑張っています」と亀尚さ
んと玲子さん

栄
養
効
果
の
高
い
牛
肉
は
、
高
齢
者
の
低

栄
養
予
防
と
な
る
の
で
、
健
康
長
寿
の
た

め
に
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
食
材
の

一
つ
で
す
。
薄
切
り
肉
や
ひ
き
肉
、
脂
身

の
あ
る
（
サ
シ
の
入
っ
た
）
肉
な
ど
は
食

べ
や
す
く
、
厚
み
の
あ
る
肉
は
筋
を
切

る
・
表
面
に
切
り
目
を
入
れ
る
・
叩
く
な

ど
で
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
方

に
合
わ
せ
て
、
部
位
選
び
や
切
り
方
、
調

理
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

牛
肉

調理時間

15 分
（室温に戻す時間を除く）

牛
肉
の
た
た
き

広島県農業共済組合では、令和５年度の職員採用を次のとおり予定しています。

職 員 募 集職 員 募 集
採用職種および人数

応募資格

業務内容

応募書類

説明会開催予定

応募先・問い合わせ先

選考方法

勤務場所

応募方法と受付期限

第
１０
回

骨
粗
し
ょ
う
症
・
認
知
症
な
ど
と
の
関
連

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　歯
周
病
予
防
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
基
本

は
、
歯
磨
き
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
に
加
え
て

歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
も
使
っ

て
口
内
を
清
潔
に
保
ち
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
口
の
中
の
乾
燥
を
防
ぐ
こ
と
も
大
切

で
す
。
口
呼
吸
を
避
け
、
食
事
の
際
は
唾

液
の
分
泌
を
促
す
た
め
に
、
よ
く
か
ん
で

食
べ
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
半
年
に
1
回
は
歯
科
医
院
を
受
診

し
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
歯
垢
、
歯
石
な
ど

の
除
去
や
、
口
内
の
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
も
ら
っ
て
お
く
と
安
心
で
す
。
日
常

の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
加
え
て
、
専
門
家
に
よ

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ケ
ア
も
上
手

に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

本
当
は
怖
い
歯
周
病

詳しい事業内容などは、NOSAI広島の
ホームページをご覧ください。 https://nosai-hiroshima.or.jp/

　30
代
以
上
の
日
本
人
の
、
な
ん
と
3
人

に
2
人
が
罹
患
し
て
い
る
と
い
う
歯
周

病
。
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
全
身
の
病
気
と
も
深
い
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
。

　歯
周
病
は
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
、
歯
と
歯
茎
（
歯
肉
）
の
間
の
隙
間
か

ら
侵
入
し
た
細
菌
（
歯
周
病
菌
）
が
原
因

と
な
り
、
歯
茎
や
歯
を
支
え
る
骨
（
歯
槽

骨
）
な
ど
歯
の
周
り
の
組
織
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
、
壊
し
て
い
く
病
気
で
す
。
歯
茎

に
炎
症
が
起
き
て
出
血
し
た
り
、
歯
槽
骨

が
溶
け
て
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ
た
り
し

て
、
最
終
的
に
は
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虫
歯
と
違
い
、
痛

み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
場
合
も
多

く
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　歯
周
病
は
糖
尿
病
の
合
併
症
の
一
つ
で

す
が
、
近
年
は
二
つ
の
病
気
が
互
い
に
影

響
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
糖
尿
病
が
歯
周
病
を
引
き
起
こ

し
、
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
歯
周
病

に
よ
る
慢
性
的
な
炎
症
が
糖
尿
病
の
原
因

と
な
っ
た
り
、
症
状
を
悪
化
さ
せ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
歯
周
病

は
、
心
臓
病
・
肺
炎
・
低
体
重
児
出
産
・

試験会場：広島市内
　　　　 （受験票に記載の場所）
②第二次試験／面接試験
試験日時、場所は第一次試験合格
者に通知

　　 
令和４年８月26日（金）
午前10時から

【ＮＯＳＡＩ広島の概要および業務
内容の紹介と採用試験申込み手続
き等について】※事前に電話等で参
加申込みをしてください。

〒732-0052 
広島市東区光町一丁目２番23号
広島県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ広島）
総務部：山口
☎ 082－262－4711
　 soumu@nosai-hiroshima.or.jp

一般事務職　3名

平成８年４月２日以降に生まれた
者で、高等学校卒業以上の学歴を
有する者または令和５年３月に高
等学校卒業見込みの者

農業保険法に基づく農業共済事業お
よび収入保険事業の実施に伴う業務

広島県内

所定の応募書類を、令和４年９月
30日（金）までに、総務部総務課に

提出してください。なお、提出は郵
便書留とし、封筒の表に「職員採用
応募書類」と記入してください。（こ
の応募書類は返却いたしません）
応募書類を受付後、受験票を送付
します。
※高等学校卒業見込みの者の応募
については、学校またはハローワー
クを通じて提出してください。（９月
５日から９月30日）

〔管轄：広島東公共職業安定所　　
求人番号：34140-41429〕

履歴書（写真添付、連絡先明記）、卒
業(見込)証明書、学業成績証明書

①第一次試験／筆記試験（一般教
養、適性検査、小論文）
試験日時：令和４年10月22日（土）
午前10時から

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

小
川 
亀
尚

神
石
高
原
町

　
　合
同
会
社
　小
川
牧
場

お

が
わ

か
め

ひ
さ

さ
ん 

（75）

　
　 
玲
子

れ
い

こ

さ
ん 

（70）

□ 歯茎に赤く腫れた部分がある
□ 口臭が気になる
□ 歯茎が痩せてきたように感じる
□ 歯と歯の間に物が詰まりやすい
□ 歯を磨いた後、歯ブラシに血が付いたり、
　 すすいだ水に血が混じったりすることがある。
□ 歯と歯の間の歯茎が、鋭角的な三角形
　 ではなく、うっ血してブヨブヨしている
□ 時々、歯が浮いたような感じがする
□ 指で触ると、少しグラつく歯がある
□ 歯茎から膿が出たことがある

チェックが一つでもあれば歯周病の可能性アリ！

歯周病
セルフ

チェック

す
こ
や
か

レ
シ
ピ
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地域の話題地域の話題

福山市

察
す
る
よ
う
言
わ
れ
、
今
で
は
花
の
変
化
に

も
気
付
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
ア
ボ

カ
ド
の
成
長
過
程
を
見
な
が
ら
、
日
々
作
業

し
て
い
ま
す
。

　
藤
本
さ
ん
は
「
ア
ボ
カ
ド
の
生
産
者
は
少

な
い
で
す
が
、
香
川
さ
ん
は
そ
う
し
た
中
で

情
報
交
換
し
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
熱
心
に

研
究
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

多
彩
な
写
真
で
Ｐ
Ｒ

　
初
め
て
収
穫
し
た
ア
ボ
カ
ド
は
、
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
配
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　
肉
に
す
る
鶏
は
、
通
常
２
カ
月
程
度
で

出
荷
す
る
と
こ
ろ
を
、
下
野
さ
ん
は
半
年

か
ら
10
カ
月
か
け
て
飼
育
し
、
出
荷
し
て

い
ま
す
。
「
長
く
育
て
る
こ
と
で
、
弾
力

の
あ
る
肉
質
に
な
り
、
味
が
濃
厚
に
な

る
」
と
話
し
ま
す
。

　
産
み
た
て
の
卵
は
、
近
く
の
契
約
家
庭

に
配
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶏
肉
は
毎

月
、
約
２
５
０
羽
を
県
内
外
の
飲
食
店
に

出
荷
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
下
野
さ
ん
は
夫
婦
二
人
で
鶏
や
ブ
タ

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
「
で
き
る
範
囲

で
は
あ
る
が
、
多
く
の
人
に
江
田
島
の

地
鶏
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　
「
新
鮮
な
空
気
や
近
く
の
山
か
ら
の
天

然
水
と
い
っ
た
、
江
田
島
な
ら
で
は
の
環

境
や
気
候
を
生
か
し
て
育
て
た
い
」
。
江

田
島
市
江
田
島
町
の
下
野
元
晴
さ
ん

（
74
）
は
、
「
ポ
ー
ク
ア
ン
ド
チ
キ
ン
江

田
島
」
を
経
営
し
、
約
３
千
羽
の
鶏
と
ブ

タ
６
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」
「
一
黒
シ
ャ

モ
」
「
江
田
島
も
み
じ
」
の
３
種
の
鶏

を
、
自
身
で
山
を
整
地
し
た
農
場
で
平
飼

い
し
て
い
ま
す
。
「
広
々
と
し
た
ス
ト
レ

ス
の
な
い
環
境
で
し
っ
か
り
運
動
さ
せ
て

い
る
。
元
気
な
鶏
が
産
む
卵
は
、
白
身
の

盛
り
方
が
違
う
」
と
下
野
さ
ん
。
鶏
に

は
、
地
元
で
と
れ
た
い
り
こ
や
江
田
島
の

カ
キ
殻
、
細
か
く
刻
ん
だ
廃
棄
野
菜
な
ど

を
ブ
レ
ン
ド
し
た
独
自
の
飼
料
を
与
え
て

　
休
耕
田
（
約
４
・
５
㌃
）
を
借
り
受

け
、
３
年
前
か
ら
ラ
イ
麦
と
小
麦
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
麦
を
自
家

製
粉
し
、
パ
ン
や
焼
き
菓
子
な
ど
の
材

料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
食
べ
た
、
お
い
し

い
ラ
イ
麦
パ
ン
を
自
分
た
ち
で
も
作
り
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
麦
の
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
ほ
ぼ
手
作

業
な
の
で
、
除
草
作
業
な
ど
は
大
変
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
運
動
す
る
感
覚
で

農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
見
よ
う
見
ま
ね
で
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を

手
掛
け
、
中
で
も
麦
は
近
隣
に
作
付
け
し

て
い
る
人
が
少
な
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
麦
は
背
丈
が

と
て
も
高
く
、
昨
年
は
倒
伏
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
年
は
施
肥
量
を
少
な
く
し
、

さ
ら
に
株
間
を
広
げ
て
植
え
付
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
倒
伏
さ
せ
る
こ
と
な
く

収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
無
農
薬
で
育
て
た
ラ
イ
麦
と
小
麦
で

焼
き
上
げ
た
パ
ン
の
香
り
は
格
別
で

す
。
パ
ン
や
お
菓
子
は
、
近
く
の
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
卸
し
た
り
、
写
真
共

有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
（
ｐ

ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
　
パ
ン
ト
リ
ッ
プ
）
を

通
じ
て
直
接
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
収
穫
作
業
は
毎
年
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
友
人
た
ち
に
手
伝
い
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
生
活
の
一

部
と
し
て
い
ろ
ん
な
人
に
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

麦
の
魅
力
を
伝
え
た
い

「ライ麦が風に揺れる風景は
気持ちが良いです」と禰宜元
さん（右）と安野さん

ライ麦と小麦のパン
「ヨーグルトライ」

し
も
の

江田島市

「実物を見たときに驚いてもらいたい」と香川さん
ま
い
て
い
ま
す
。
冬
に
は
、
夜
か
ら
朝
方

に
か
け
て
ハ
ウ
ス
内
を
ス
ト
ー
ブ
で
加
温

し
、
３
度
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
温
度
管

理
を
徹
底
。
露
地
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
と
不

織
布
で
木
を
覆
い
、
そ
の
中
に
わ
ら
を
詰

め
て
寒
さ
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。

一
念
発
起
し
ア
ボ
カ
ド
栽
培

　
香
川
さ
ん
は
転
職
を
考
え
て
い
た
時

に
、
香
川
県
で
ア
ボ
カ
ド
が
栽
培
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
実
際
に
農
家
に
話
を
聞
き
に
行
き
、

「
国
内
で
栽
培
し
て
い
る
人
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
収
入
が
見
込
め
る

と
思
っ
た
」
と
、
ア
ボ
カ
ド
栽

培
で
就
農
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

　
土
地
を
借
り
て
整
地
し
、
ハ
ウ

ス
を
新
設
。
「
知
識
も
な
い
ま

ま
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
始
め
た
」

と
香
川
さ
ん
。
Ｊ
Ａ
福
山
市
駅
家

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
営
農
指
導

担
当
・
藤
本
大
生
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
二
人
三
脚
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
「
毎
日
観

　
福
山
市
の
香
川
和
則
さ
ん
（
46
）
は
、

露
地
４
・
５
㌃
と
ハ
ウ
ス
１
・
５
㌃
で
ア

ボ
カ
ド
６
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
「
み

ん
な
と
違
う
も
の
を
作
り
た
い
」
と
、
国

産
で
は
珍
し
い
ア
ボ
カ
ド
に
着
目
。
今
年

の
初
収
穫
で
は
約
70
㎏
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
国
産
ア
ボ
カ
ド
は
、
出
荷
直
前
ま
で
木

で
熟
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
外

国
産
に
比
べ
て
栄
養
価
が
高
く
、
油
分
が

多
く
食
感
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ボ
カ
ド
は
乾
燥
、
寒
さ
に
弱
い
の

で
、
香
川
さ
ん
は
梅
雨
明
け
か
ら
盆
ま

で
、
１
本
の
木
に
１
日
20
〜
30
㍑
の
水
を

国
産
ア
ボ
カ
ド
を

発
信

う
香
川
さ
ん
。
「
周
囲
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。
家
族
も
農
業
に

専
念
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
あ
り
が

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
は
、
１
㌔
当
た
り
５
千
円
で
、

主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
ま
し
た
。

「
高
価
な
も
の
を
買
っ
て
も
ら
う
の
で
、
丁

寧
に
栽
培
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
商
品
の
写
真
以
外
に

も
、
ア
ボ
カ
ド
が
木
に
な
っ
て
い
る
状
態
の

写
真
や
栽
培
す
る
木
、
計
量
時
、
手
の
大
き

さ
と
比
較
し
た
写
真
な
ど
も
、
一
緒
に
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
産
ア
ボ
カ
ド
の
知
名
度
は
低
い
の

で
、
軌
道
に
乗
っ
た
自
分
の
姿
を
見
せ
る
こ

と
で
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
増
え
て

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ソフトボールくらいの大きさに
なるという「リード」

油分が多くバターのような食感
「ピンカートン」

生育状況について話し合う香川さん（右）と藤本さん

「自然な状態で育てるのが一番」と
下野さん

自
然
の
中
で

の
び
の
び
飼
育

与えた草を食べる「江田島もみじ」

広
島
市
安
佐
南
区

禰
宜
元 

文
子 

さ
ん 

（52）

ね

ぎ

も
と

あ
や

こ

安
野 

文
都 

さ
ん 

（54）

や
す

の

あ
や

と
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①暑い日には特に食べたい冷たい
おやつ

②ショルダーを日本語で
③ドラえもんの妹
⑤県内散歩で訪れた、舞茸を生産

する施設 
⑦新たに建てた劇場での初めての

催し。〇〇〇落とし
⑨他人が泣くのに誘われて自分も

泣くこと。もら〇〇〇
⑪楽器、人の声など発音体に特有

な音の感じ、色あい
⑬貝塚・古墳など、過去の人々の生

活の痕跡
⑯魚肉や豚肉などで作った団子状

の食べ物
⑲ワン、〇〇、スリー

①地域の話題で香川さんが栽
培する作物

④春夏秋冬
⑥タラの卵巣、それを加工した

食品
⑧平日の折り返し。〇〇曜日
⑩３色の毛が生えている猫
⑫忍者が使用した両刃の道具
⑭死後に生まれ変わった世界や

人生
⑮力強く主張すること
⑰マージャンにおけるアガリの

仕方の一つ
⑱大きな秘密。政治上などきわ

めて需要な秘密
⑳心うばわれ、無意識的にひた

すら行動するさま。〇〇夢中
㉑別名レーシングドライバー

タテのカギ ヨコのカギ

⑳ ㉑

⑪⑩

⑫

⑨

⑬ ⑭

⑯⑮

⑲⑱

①

⑥

⑧

⑦

⑤④

⑰

③②

D

A

C

B

A B C D

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

今回のプレゼントコ
タ
ツ

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
2
年

10
月
３
日（
月
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
６
６
１
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え

イ エ ジ 　 ヒ カ リ
タ 　 コ ピ ー 　 モ
リ ス 　 ー 　 二 ー
ア イ ス ス ケ ー ト
　 ツ 　 ナ 　 ニ  
イ チ マ ツ モ ヨ ウ
ゴ 　 メ ツ キ 　 シ

(有)広島・入野きのこセンターの
「にゅうの舞茸セット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

「県内散歩」で訪れた(有)広島・入野きのこセンターの舞
茸と加工品のセットをお届けします。

（写真はイメージです）

63
円

広
島
県
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
お
楽
し

み
に
♪

●
第
31
号
に
は
、
顔
見
知
り
の
人
が
二
人
も
載
っ
て
お

ら
れ
て
、
す
ご
く
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
身
近
な
場

所
や
話
題
が
載
っ
て
い
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

府
中
市
上
下
町
　
N
さ
ん
（
74
)

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
森
澤
さ
ん
の

活
躍
に
は
、
今
後
も
大
注
目
で
す
！

●
小
学
校
の
先
生
か
ら
農
家
へ
の
記
事
で
、
野
菜
を

作
る
だ
け
で
な
く
、
楽
し
ん
で
農
業
を
す
る
自
分
の

姿
を
見
せ
、
子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
存
在
に
な
り
た

い
と
い
う
森
澤
さ
ん
。
私
も
米
作
り
、
野
菜
作
り
に

希
望
が
持
て
ま
す
。

    

広
島
市
安
佐
北
区
　
Ｏ
さ
ん
（
71
)

●
最
近
は
天
災
も
多
く
、
天
候
も
お
か
し
い
し
、
そ
の

中
で
被
害
を
受
け
て
も
頑
張
ら
れ
て
い
る
方
々
は
本
当

に
す
ご
い
で
す
。
保
険
で
助
か
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

福
山
市
新
市
町
　
K
さ
ん
（
56
)

い
つ
、
ど
こ
で
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
に
合
っ
た
「
備
え
」
を
ご
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

入野駅

河内駅

河内駅からの
コース

入野駅からの
コース

竹林寺

㈲広島・入野
きのこセンター

432

たかむらの里

　
１
日
２
千
株
の
舞
茸
を
生
産
す
る
広
島
・
入
野
き
の

こ
セ
ン
タ
ー
は
、
直
売
、
食
事
、
収
穫
体
験
や
宿
泊
が

で
き
る
複
合
施
設
で
す
。
収
穫
体
験
で
は
、
舞
茸
の
生

育
過
程
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
舞
茸
は
、
同
社
の
直
売
所
や
福
富
町
、
三
原
市
大
和

町
の
道
の
駅
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
売
所
で

は
、
舞
茸
の
さ
ま
ざ

ま
な
加
工
品
も
並
び

ま
す
。

　
併
設
さ
れ
た
食
堂

で
は
、
揚
げ
た
て
の

舞
茸
天
ぷ
ら
、
天
ぷ

ら
を
乗
せ
た
う
ど
ん

や
カ
レ
ー
な
ど
も
味

わ
え
ま
す
。

採
れ
た
て
舞
茸
を
味
わ
う

㈲
広
島
・
入
野
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

た
か
む
ら
ざ
ん

ち
く
り
ん

じ

　
標
高
５
３
５
㍍
の
篁
山
山

頂
に
あ
る
竹
林
寺
。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
本
堂
や
、
文
化
財
で
あ
る

十
王
堂
は
趣
き
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
は
平
安
時
代
初
期
の
官
人
・
学
者
で
あ
り
、
歌
人
「
小
野

小
町
」
の
父
で
あ
る
「
小
野
篁
」
の
生
誕
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
竹

林
寺
ま
で
の
参
道
は
登
山
道
に
も
な
っ
て
い
て
、
今
回
登
っ
た
「
た

か
む
ら
の
里
」
か
ら
の
道
中
（
約
１
時
間
）
に
は
、
関
連
の
尊
像
や

石
碑
が
数
多
く
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
ツ
ツ
ジ
、
夏
に
は
ハ
ス
、
秋
に
は
モ
ミ
ジ
な
ど
、
何
度
も

訪
れ
た
く
な
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が 、
地 域ならではの見 所などを訪ねて県内を散 策 。
　 今回は東 広 島 市 河内町へ行ってきました。

東広島市河内町 編

歴
史
と
四
季
折
々
の

景
観
を
堪
能

篁
山 

竹
林
寺

東広島市河内町入野3103
【TEL】082-437-1171

篁山 竹林寺

東広島市河内町入野4882
【TEL】082-437-2828
【営業時間】（直売所）９：00～17：00
　　　　　（食堂）11：00～15：00

【収穫体験】1,500円（要予約）

(有)広島・入野きのこセンター

たかむらの里に建つ石碑
仁王門

お
の
の

お
の
の
た
か
む
ら

こ  

ま
ち

「家族連れなど、収穫体験も人気です」
と取締役の東敏明さん

温度17℃、湿度95％に
管理された施設で生育する舞茸

２
０
２
３
年
は

弘
法
大
師
生
誕
１
２
５
０
年
で
、

尊
像
が
ご
開
帳
さ
れ
る
よ

２
０
２
３
年
は

弘
法
大
師
生
誕
１
２
５
０
年
で
、

尊
像
が
ご
開
帳
さ
れ
る
よ

（写真は左が本堂、右が十王堂）

小野小町の尊像と歌が刻まれた歌碑

天
ぷ
ら
は
舞
茸
の
香
り
が

　
　
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
〜

天
ぷ
ら
は
舞
茸
の
香
り
が

　
　
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
〜

に
ゅ
う
の

一番人気の舞茸うどん
（税込700円）
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損
害
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始
ま
り
ま
す

〜
刈
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取
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前
に
被
害
申
告
を
〜

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

第 33 号
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082-262-4711

0826-72-3107
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東広島支所

　江田島連絡所

福山支所

　府中出張所

三次支所

082-434-4337

0823-45-2019

084-970-1620

0847-44-9577

0824-66-3111

恐竜が大好きな森下勝景君（４）
とプリンセスが大好きな千楓ちゃん

（４）は庄原市東城町に住む双子のきょう
だい。お父さんが営む「森下観光りんご園」
も二人にとってはお庭。いつも元気よく外
で遊んでいます。

表紙写真紹介
まさかげ

ち　 か

第 号33
2022

き
ら
り

　共
済
委
員
に
な
っ
て
14
年
に
な
り

ま
す
。

　地
域
で
は
農
業
者
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
妻
と
二
人
で
イ
チ
ゴ
、
米
、

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
水
や

り
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
作
業
が
あ
り

手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
お
い
し
い
と

喜
ん
で
く
れ
る
孫
の
た
め
、
夫
婦
二
人

で
無
理
の
な
い
範
囲
で
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　お
い
し
い
イ
チ
ゴ
や
野
菜
を
作
り
続

け
る
た
め
に
も
、
も
し
も
に
備
え
て
園

芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

は
し

も
と

あ
き
の
り

廿
日
市
市

橋
本 
昭
則 

さ
ん 

(79)

　農
業
を
し
て
い
る
祖
父
母
の
影
響
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
野
菜
作
り
に
興
味
が
あ

り
、
農
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
三
次

市
甲
奴
町
で
農
業
を
営
む
会
社
に
就
職

し
、
今
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
野
菜
を
作
る

た
め
、
肥
料
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　将
来
は
祖
父
母
の
後
を
継
い
で
、
み

ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
野
菜
を
作
り

た
い
で
す
。

小
迫 

雪
乃 

さ
ん 

（20）

こ

さ
こ

ゆ
き

の

世
羅
町

農林水産省大臣官房政策課

欲しい情報を
サクサク検索！

現場の情報を
直接届ける！

農業に役立つ
情報が直接届く！TEL：03-3502-8448

大切な情報を
Push通知！

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
ア
プ
リ

農
業
者
と
農
林
水
産
省
を
つ
な
ぐ

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

ダウンロードは
こちらから
（無料）
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恐竜が大好きな森下勝景君（４）
とプリンセスが大好きな千楓ちゃん

（４）は庄原市東城町に住む双子のきょう
だい。お父さんが営む「森下観光りんご園」
も二人にとってはお庭。いつも元気よく外
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表紙写真紹介
まさかげ

ち　 か

第 号33
2022

き
ら
り

　共
済
委
員
に
な
っ
て
14
年
に
な
り

ま
す
。

　地
域
で
は
農
業
者
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
妻
と
二
人
で
イ
チ
ゴ
、
米
、

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
水
や

り
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
作
業
が
あ
り

手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
お
い
し
い
と

喜
ん
で
く
れ
る
孫
の
た
め
、
夫
婦
二
人

で
無
理
の
な
い
範
囲
で
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　お
い
し
い
イ
チ
ゴ
や
野
菜
を
作
り
続

け
る
た
め
に
も
、
も
し
も
に
備
え
て
園

芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

は
し

も
と

あ
き
の
り

廿
日
市
市

橋
本 
昭
則 

さ
ん 

(79)

　農
業
を
し
て
い
る
祖
父
母
の
影
響
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
野
菜
作
り
に
興
味
が
あ

り
、
農
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
三
次

市
甲
奴
町
で
農
業
を
営
む
会
社
に
就
職

し
、
今
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
野
菜
を
作
る

た
め
、
肥
料
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　将
来
は
祖
父
母
の
後
を
継
い
で
、
み

ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
野
菜
を
作
り

た
い
で
す
。

小
迫 

雪
乃 

さ
ん 

（20）

こ

さ
こ

ゆ
き

の

世
羅
町

農林水産省大臣官房政策課

欲しい情報を
サクサク検索！

現場の情報を
直接届ける！

農業に役立つ
情報が直接届く！TEL：03-3502-8448

大切な情報を
Push通知！

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
ア
プ
リ

農
業
者
と
農
林
水
産
省
を
つ
な
ぐ

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

ダウンロードは
こちらから
（無料）


